
 

（第２号様式） 
令和４年３月 31日   

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立大井高等学校長   

  令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 18日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・生徒が主体的
に他者と協働し
て取り組む活動
のある授業づく
りを実践し、学
習習慣の定着を
図る。 
 
 
・学校行事及び
生徒会活動等を
充実させ、生徒
が主体的に取り
組む姿勢を育て
る。 
 
 

①感染防止に努
め、「学び直
し」の場を確保
する。基礎学力
の定着と、コミ
ュニケーション
能力を伸ばし関
心・意欲・態度
を重視して生徒
に達成感をもた
せる。 
 
②コロナ禍でも
実施可能な学校
行事の形を工夫
し、その活動を
積極的に発信す
ることで、生徒
の自己肯定感を
醸成する。 

①関心・意欲・
態度を評価する
際、コミュニケ
ーション能力を
のばす方法を工
夫する。 
 
②生徒会の打ち
合 わ せ を 密 に
し、工夫して行
事を実施し、広
報と連携し学校
の HP に新たに生
徒会の項目を設
け、その活動を
発信する。 

①関心・意欲・
態度を評価する
際コミュニケー
ション能力を伸
ばす方法を工夫
したか。 
 
②コロナ禍で行
事を実施し、広
報と連携し、学
校の HPに生徒会
の項目を新たに
設け、情報を発
信できたか。 

①生徒による授業評
価で「授業中に身に
ついたことや、でき
るようになったこと
を実感することがで
きた」の項目で全学
年とも達成感の割合
が高かった。オンラ
イン授業後の対面授
業でコミュニケーシ
ョン能力を伸ばす方
法を工夫できた。 
 
②広報と連携し、学
校の HPに生徒会の項
目を設置し、ツイッ
ターで活動を定期的
に発信した。学校祭
はコロナ禍で実施で
きなかったが、12 月
にプチ文化祭を実施
できた。 

①今後も ICT を活用
し、オンライン授業
と対面授業でのどち
らでも、関心・意
欲・態度を評価し、
コミュニケーション
能力を高め、他者に
配慮しつつ、自己発
信力を高める授業展
開を研究することが
課題である。 
 
 
 
②今後は生徒会活動
の中で、プチ文化祭
で発揮したような生
徒が主体的に行事に
取り組む姿勢を育て
ていきたい。 

・ICT の活用がうまく
なされたようだ。オン
ラインと対面を組合せ
たハイブリットな授業
の継続は学習面のサポ
ートとして有効なので
はないか。 
・生徒の授業に対する
達成感の向上は授業に
対する創意工夫の賜物
である。 
・コミュニケーション
能力については、「伝
えたい内容がはっきり
している」ことが重要
である。 
・生徒の創意工夫と主
体的な活動によりプチ
文化祭を実施できたこ
とは評価できる。 

①新型コロナウイルス感染予
防としてのオンライン授業で
あったが、ICT を活用して、生
徒と双方向授業ができるよう
になったことは、わかりやす
い授業を行う上での成果であ
る。対面授業再開後もスライ
ド提示やインターネット利用
の授業を実施できている。ユ
ニバーサルデザインの一環と
しても生徒の「関心・意欲・
態度」を引き出すためにICTは
有効である。 
・課題としてはマスク着用や
シールドのある生徒机の使用
で、至近距離でのグループワ
ークなどが感染予防の観点か
ら活発にできなかったことで
ある。また、時差通学や短縮
授業で「思考・判断・表現」
に繋げる深い学びへの時間が
不足した。 
②広報と連携し生徒会活動の
発信の場を充実することがで
きた。今後は、プチ文化祭で
みられた生徒の主体的な取組
姿勢を育て、その具体な取組
を情報発信することで生徒の
自己肯定感をさらに醸成する
ことが課題である。 

① 引 き 続 き Google 
Classroom を 使 用 し
て、生徒による授業評
価などのアンケートや
授業課題の提示と回収
を含め、普段の授業で
も ICT を活用した授業
展開を工夫する。同時
に対面授業ならではの
生徒間コミュニケーシ
ョンの重要性を高める
よう授業ごとの目標や
評価方法に発表を取り
入れる。マスク着用で
も自己アピールや他の
生徒の発表を傾聴する
姿勢を育み、「知識・
技能」だけでなく「思
考・判断・表現」を伸
長する。 
 
②色々な生徒会行事の
中で、生徒が主体的に
考える場を設定し、生
徒が創意工夫して行事
に積極的に取り組む姿
勢を育てる。 
 

２ 生徒指導・支援 

・教職員間の共
通理解のもと、
生徒の規範意識
の醸成を図ると
ともに、生徒一
人ひとりの教育
的ニーズを把握
した支援を行
う。 
 
 
・部活動の活性
化を図り、生徒
の自己肯定感を
育みながら、部
活動を通して責
任感、コミュニ
ケーション能力
を伸ばす。 

①生徒の個別の
事情に配慮しつ
つ、他者への思
いやりの心を育
て、規律と責任
ある行動を実践
できるように、
社会の一員とし
ての自覚を涵養
させる。 
 
②コロナ禍でも
実施可能な部活
動と生徒会の地
域連携の形を模
索し、それに参
加することで生
徒の自己肯定感
を醸成する。 

①教育相談組織
と連携し、「い
じめ」の早期発
見に尽力する。
また、生徒、保
護 者 に 「 い じ
め」についての
正しい理解を共
有してもらう。
SNSの適切な利用
方法を理解させ
る。 
 
②大井町と密に
連 絡 を 取 り 合
い、実施可能な
連携活動を模索
する。 

①「いじめ」案
件については未
然に防止できた
か。「SNS の不
適切な使用」案
件、年間 10件以
下となるよう指
導・支援を行え
たか。 
 
 
 
 
②コロナ禍でも
連 携 し た 活 動
を、３件実施で
きたか。 

①「いじめ」案件に
ついては発生しなか
った。 
「SNS の不適切な使
用」案件、年間 14件
発生した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②コロナ禍で予定し
ていた大井町との連
携は、清掃活動、あ
いさつ運動の２件し
か実施できなかっ
た。 

①「SNS の不適切な
使用」については、
リモート授業中のチ
ャットへの不適切な
書き込み、同じ生徒
が複数回不適切な使
用をするなど、新た
な状況が発生してい
る。リモート授業の
ルールの徹底。特別
指導中の多方面から
の指導を実行してい
く。 
 
②コロナ禍で外部と
の連携は実施しにく
い状況が続くが、そ
の中でも町との連絡
を定期的に行い、今
後の連携につなげて
いく。 

・いじめが発生しなか
ったことは評価でき
る。SNS の使用から、
いじめ・犯罪へとつな
がる可能性があるの
で、使用のルールを徹
底して指導していくこ
とが必要と考える。青
少年課の警察官による
講演を視野に入れては
いかがか。刑法により
判断できるものは刑法
の言葉を用いたほうが
理解しやすいのではな
いか。 
・コロナ禍ではある
が、外部との連携の継
続的な取り組みは評価
できる。可能な限り、
地元自治体と連携した
活動やボランティア活
動をしてほしい。 

①「いじめ」案件について
は、職員が日頃から声をかけ
ることにより、生徒とのコミ
ュニケーションがとれている
指導の成果と考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②コロナ禍で外部との連携は
制限され、事業実施は難しか
った。その中でも、町などの
連携先との連絡は取り合って
おり、その状況に応じて実施
できる事業を相談し、引き継
いでいくことが課題である。 
 

①SNS に関しては、特
に新入生が不適切な使
用をすることが多いた
め、学校説明会や合格
者説明会も含め、入学
後の SNS 教室や学期毎
の集会などで、引き続
き機会があるごとに粘
り強く指導していく。
また、不適切な利用と
危険性を指導するため
に、外部の識者の講演
なども検討していく。 
 
②連携先との連絡を引
き続き定期的に取り、
担当が変わっても引き
継ぎ、その状況に応じ
た対応ができる体制を
構築する。 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 18日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

 

３ 進路指導・支援 

・学校全体で取
り組むキャリア
教育の充実を図
り、生徒一人ひ
とりの社会性を
養い進路実現を
支援する。 
 
 
 
 
 
 
 

・前年度コロナ
禍での進路支援
経験を踏まえ、
生徒自らが進路
実現に向かう自
主的な取組がで
きるよう、学校
内外と連携し組
織的な働きかけ
を行う。 

・学校内外と連
携し進路実現に
繋がる情報提供
を充実させる。 
 
 
・就職では多数
の 1 次応募に繋
がる支援となる
よう、学年団・
SCC・SC・SSW 等
との連携を密に
し、個別支援を
充実させる。 

・コロナ禍でも
生徒の主体的な
学びや取組を促
す情報をより早
期に提供できた
か。 
・特に就職では
学校斡旋全員内
定に向けた支援
ができたか。ま
たリモート面接
についての対応
ができたか。 

・各方面と連携し、
進路ガイダンスの実
施、オープンキャン
パスへの参加、会社
見学等を通して、主
体的な学びを深めら
れた。 
・リモートでの進
学、就職説明会につ
いては、学年団と協
力し円滑に実施でき
た。 

・就職の求人票の掲
示に加え、進学関係
のポスターを全生徒
が閲覧できる場所に
掲示していくなど工
夫する。 
 
・就職希望者の 1次
応募での就職内定率
を向上させ、全員内
定に向けた活発な就
職支援を計画的に行
う。 

・課題や改善案につい
ては、教職員の日常的
な取り組みから見えて
くるものであり、教職
員の細やかな熱意が感
じられる。 
・企業においてリモー
ト面談・研修・会議が
主流になってきている
ところも多い。就職活
動においては、リモー
トでのコミュニケーシ
ョンの練習が必要にな
ってくると思われる。 

・卒業生の９割が自分の希望
する進路実現がかなった。校
内外と連携し、生徒の進路活
動につなげることができた。 
・進学・就職の面接は対面に
加えリモート対応もあり、昨
年度の経験を活かした面接指
導が生徒の進路実現に役立っ
た。進路希望の達成に向け
て、早期からの進路に対する
意識を高めることが求められ
る。 

・全生徒が上級学校、
企業のポスター、求人
票を閲覧できるような
掲示を工夫し、早い段
階からの進路データブ
ックを通じてのきめ細
かな情報の提供を行っ
ていく。 
 
・リモートによる面接
の指導にも力を入れた
い。 

４ 地域等との協働 

・家庭や地域と
学校間の連携・
協働を充実し、
信頼される学校
づくりを推進す
る。 
 
 
 
 
 

・地域、中学
生、保護者に対
して情報発信を
積極的に行う。 

・公式ツイッタ
ーの継続を検討
し、HP の生徒活
動内容を増やす
など中学生に伝
わりやすいよう
工夫する。 
・昨年度の学校
説明会実施に関
わる内容を引継
ぎ、運営方法や
本校職員の配置
を工夫する。 
・信頼関係を築
き、協力を得ら
れるよう学校行
事への積極的な
参加を促す。 

・HP の更新回数
を増やし、生徒
の様子を伝える
広報活動ができ
たか。 
 
 
・感染対策に努
めながら、学校
説明会を円滑に
実施し、中学生
や保護者の本校
への理解は進ん
だか。 
・保護者の積極
的な関わりが参
加率から見られ
たか。 

・HP に「生徒の活
動」「大井高校生徒
会」のページを作
り、情報発信をし
た。公式ツイッター
を使った情報発信も
行った。 
 
 
 
・学校説明会は、感
染対策に努めなが
ら、円滑に実施でき
た。アンケート結果
では、参加者のほぼ
全員が内容を理解し
ている。 

・HP の情報量が多
いと伝わりにくくな
るため、公式ツイッ
ターと HP を使い分
けて情報発信するこ
とが効果的だと考え
られる。今後は、ツ
イッターと HP を使
い分けて情報発信を
行っていきたい。 
・学校説明会の申し
込みを HP で行った
が、それ以外で HP
を効果的に使うこと
ができていなかっ
た。HP による学校
説明会の情報発信を
工夫していきたい。 

・適正に情報発信を行
い、課題も的確にとら
えている。取り組みの
結果、効果的な活用方
法も得られ、次年度に
向けての活動に期待が
持てる。 
・学校の HPに生徒会ツ
イッターの設置は良い
と思う。公式な SNS の
発信により、リテラシ
ーを向上する機会を得
られると考える。 

・感染症対策をふまえなが
ら、学校説明会を円滑に実施
することができた。しかし、
説明会の宣伝や連絡手段とし
て HP を効果的に使うことがで
きなかった。 
・HP の更新回数を増やし、HP
の生徒活動内容を増やすこと
ができたが、情報量が多くな
るにつれて複雑になり、必要
な情報が伝わりにくくなるこ
ともあった。 

・学校説明会の申し込
みだけでなく、宣伝や
連絡手段としても HPを
効果的に使っていく。 
・今後は、HP の情報量
を増やすだけでなく、
伝わりやすいように HP
の内容や構成を工夫
し、公式ツイッターも
使い分けて情報発信し
ていく。またリテラシ
ーの向上を図る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・安全・安心な
学校づくりに努
め、事故・不祥
事の未然防止に
対する自覚を促
す取組を組織
的・継続的に行
う。 
・教員が心のゆ
とりをもって生
徒と向き合う時
間を確保するた
めに、教員の働
き方改革を推進
する。 
 

①安全・安心な
学校づくりに努
め、事故・不祥
事を未然に防ぐ
意識を常に促
し、意識啓発に
組織的・継続的
に取り組む。 
②長時間勤務を
是正する。 

①グループが主
体となる事故・
不祥事防止会議
を行い、職員の
意識の向上を図
り、事故不祥事
ゼロをめざす。
特に成績処理の
点検作業、個人
情報の管理を確
実 に 行 う 。 ま
た、防災訓練や
交通安全教室を
通して生徒の防
災や交通安全に
対する意識を高
める。 
②月１回のノー
残業デーを設定
し、月間行事予
定に明示すると
ともに積極的に
職員に声掛けを
する。 

①事故・不祥事
防止会議等の取
組により、事故
不祥事ゼロを実
現できたか。成
績処理、個人情
報の管理が適正
になされたか。
生徒が DIG 訓
練、交通安全教
室に参加するこ
とで意識の向上
が見られたか。 
②ノー残業デー
を何回実施でき
たか。 

①事故・不祥事防止
会議は月に１度実施
され、職員の意識の
向上に役立ち事故不
祥事はゼロであっ
た。年２回の防災訓
練を通して生徒・職
員の防災意識が向上
した。DIG 訓練の振
り返りシートからも
意識の向上がうかが
えた。 
 
②月 1 回のノー残業
デーを設けた。職員
の時間外勤務の時間
数を把握し改善に向
けた声掛けをした。 

①今後も事故･不祥
事防止会議の内容を
精選し、事故防止へ
の取り組みを強化し
ていきたい。今後も
DIG 研修や防災訓練
の内容を、感染対策
を踏まえた実践的な
ものにし、充実した
ものにする。 
 
 
 
②休日出勤等勤務時
間外労働の状態を把
握し、産業医による
面談につなげてい
く。 

・教員の意識向上によ
り、事故不祥事が起こ
らなかったことは何よ
りである。日常での継
続的な取り組みが、丁
寧に粛々と全学で取り
組まれていることが素
晴らしい。 
・教員のノー残業デー
は引き続き実施してほ
しいが、月２回のノー
残業デーの実施に向け
て努力してほしい。 

①事故・不祥事防止会議の開
催によって職員の意識の向上
に効果があった。さらなる工
夫を加えて継続していく。今
後も DIG研修や防災訓練の内容
を、感染対策を踏まえた実践
的なものにし、充実したもの
にしていく。 
 
②月 1回のノー残業デーが定着
できるよう、職員の時間外勤
務の時間数を把握し改善に向
けた声掛けをした。日々の仕
事量の緩急はあるものの残業
する職員が固定化しないよう
に、時間外勤務の把握を進め
る。 

①事故・不祥事防止会
議の内容の充実を図り
意識啓発に取り組む。
さらに、新たなテーマ
の掘り起こしをする。 
 
②業務の進行状況を複
数の職員で確認しあ
い、声かけを行うこと
により、時間外勤務に
ならないよう、職員が
お互いに時間を意識す
るようにする。 

 


